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赤ちゃんが一番安全に生まれる国

3 月 25 日、おやさと研究所では「生
命倫理と家族の未来」と題してシンポジ
ウムを開催した。基調講演「生命操作の
視点から臓器移植・生殖医療・ゲノム編
集を考える」を受けて、討論「生命操作
はどこまで認められるか」を行った。多
くの意見を拝聴し有意義な会となったが、
特に「子どもが授かるものからつくるも
のになってしまわないか」という指摘に
は、こうした議論の核心を突くものとし
て考えさせられた。今号で報告している
のでご一読を願いたい。

ところでこうした生命倫理問題に高い
関心が寄せられる一方で、現在生まれて
くる新生児の現状にも注目したい。3 月
には新聞各紙が国連児童基金（ユニセフ）
が行った世界の新生児死亡に関する報告

「Every Child Alive」（2 月 20 日発表）を
取り上げたが、私はこちらも興味深く読
ませて頂いた。新生児とは生後 4 週間ま
での時期の赤ちゃんのことであるが、報
道によると、生まれてから１カ月を生き
延びることができない新生児は、世界中
で年間約 260 万人にも上る。またその中
の約 100 万人は、生まれたその日に亡く
なっているという。これが新生児死亡で
ある。

今回の報告では日本の死亡率が最も低
く、 出 生 児 1,000 人 に 対 し 0.9 人 で あ
り、「日本は赤ちゃんが一番安全に生まれ
る国」になったと報じている。以下、ア
イスランドの 1.0 人、シンガポールの 1.1
人と続く。反対に、新生児死亡率が最も
高い国はパキスタンで、出生児 1,000 人
に対し 45.6 人。続いて中央アフリカ共和
国、アフガニスタンと続く。新生児死亡
率のワースト 10 カ国の中で 8 カ国がサ
ハラ以南のアフリカ諸国である。死亡原
因の約 80％は早産や出生時の合併症、感
染症によるとされる。そこでユニセフは

「全ての母親と赤ちゃんが、水や石鹸、電

気のある清潔な施設でケアを受けられる
ようにする」「新生児ケアの経験が豊富な
医師や看護師、助産師を十分に確保する」
等の提言を行っている。逆に言えば我が
国はそうした取り組みが世界で一番進ん
でいることになる。日本が幸せな国であ
ることに感謝するとともに世界の新生児
が救われることを願う。

ところでこの問題を考える時、私たち
信仰者は「をびや許し」の守護を思わず
にはいられない。「をびや許し」は、「ぢ
ば」より、存命の教祖を通して妊婦に渡
される許しもので、安産の守護を保証く
だされる。「をびや許しは人間の誕生が親
神様のご守護の賜物である証拠にお出し
下されているのであります」と言われる
が、筆者は過去の統計を調べてみたが興
味深い事実が分かった。

平成 28 年、「をびや許し」の下付件数
は 5,064 件であった。一方この年、全国
の出生児数は 97 万 6,978 人である。また
平成 27 年の下付件数は 5,356 件であり、
出生児数は 100 万 5,677 人であるから、
ここ数年は妊婦約 200 人に 1 人が戴いた
ことになる。これは決して小さな数字で
はないだろう。

ちなみに過去 10 年の下付件数は平均約
5,700 件、出生児数は平均約 110 万人で
ある。過去、昭和 49 年には 22,063 件の
下付があった。同年の出生児数は約 209
万 2,000 人であるから、実に約 95 人に 1
人の妊婦が戴いたという年もある。信仰
者としては、「日本は赤ちゃんが一番安全
に生まれる国」になったのは「をびや許し」
の賜物であると考えるのはいかがだろう
か。「をびや許しはよろづたすけの道あけ」
と教えられる。私たち信仰者は世界の新
生児死亡の現実を注視しつつも、日本が
幸せな国であることに感謝し、「をびや許
し」の信仰を世界へ弘げる方途を考えな
ければならない。
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